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令和４年度全国学力・学習状況調査 学力調査の結果概要 令和４年４月１９日実施 

◇ 小学校では、国語、算数、理科いずれも、全国・大阪府平均ともに下回っています。 

 

◇ 中学校では、国語、数学、理科いずれも、全国・大阪府平均ともに下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

平均正答率（％） 

高石市 

（公立） 

大阪府 

（公立） 

全国 

（公立） 

国語 ６２ ６４ ６５．６ 

算数 ６１ ６３ ６３．２ 

理科 ５７ ６０ ６３．３ 

中学校 

平均正答率（％） 

高石市 

（公立） 

大阪府 

（公立） 

全国 

（公立） 

国語 ６４ ６７ ６９．０ 

数学 ４７ ５１ ５１．４ 

理科 ４３ ４７ ４９．３ 

平均正答率からわかる本市小・中学校別結果の概要について 

 

上表の本市平均正答率の数値データは、市内の全小学校・全中学校のデータに基づいて表し

ています。 

※平成２９年度より、国からの結果公表が整数値のため、本市及び大阪府の平均正答率は整

数で表しています。 

 

 

（１）調査の目的 

ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

イ 各学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

ウ 以上のような取組みを通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査内容 

Ⅰ…教科に関する調査 小学校：国語・算数・理科   中学校：国語・数学・理科 

Ⅱ…アンケート調査 児童生徒対象・学校対象 

 

（３）調査対象 

小学校第６学年（高石市：７校 児童数：４８７人）  

中学校第３学年（高石市：３校 生徒数：４２３人） 

 

（４）調査実施日 

令和４年４月１９日（火） 

 

（５）調査結果の取扱いについて 

○ 本調査は、競争を目的とするものではなく、すべての子どもたちの学力や学習状況を把握し

分析することにより、教育及び教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ることを目的と

している。 

○ 本調査により測定できる学力は特定の一部であり、学校における教育活動の一側面を示すも

のである。 
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                         （※前回の理科の調査は平成30年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          （平成31年度よりA・B区分がなくなりました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※全国の平均正答率を 100としたときの各教科の平均正答率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力調査結果 小学校 

平均正答率(％) 無解答率(％) 

【参考】対全国比の経年比較 

各教科の状況 

○小学校国語 

 平均正答率は 62％で、全国を3.6ポイント下回った。知識・

技能は概ね平均であるが、思考力、判断力、表現力を問う問題

の「書くこと」「読むこと」に課題が見られる。物語を読み、登

場人物の気持ち相互関係に着目して、物語の全体像を想像した

り表現の効果を考えたりすることができていない児童が多い。 

（課題となる問題例をP.12に掲載しております） 

○小学校算数 

平均正答率は 61％で、全国を 2.2ポイント下回った。図形

を構成する要素に着目し、図形の意味や性質について理解し

たり、図形の意味や性質を基に図形の構成の仕方について考

察したりすることができていない児童が多い。 

（課題となる問題例をP.13に掲載しております） 

【国語】 【算数】 

高石市 大阪府 全国 対府差 対国差

国語 62 64 65.6 -2.0 -3.6

算数 61 63 63.2 -2.0 -2.2

理科 57 60 63.3 -3.0 -6.3

高石市 大阪府 全国 対府差 対国差

国語 5.4 5.9 5.7 -0.5 -0.3

算数 3.3 3.6 3.5 -0.3 -0.2

理科 4.3 4.2 3.6 0.1 0.7

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

H27 H28 H29 H30 H31 R3 R4

国語 国語A 国語B

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

H27 H28 H29 H30 H31 R3 R4

算数 算数A 算数B

小学校
国語

領域 市 府 国 府比 国比

70.3 68.6 70.5 102.5 99.7

63.4 64.4 66.2 98.4 95.8

41.4 46.0 48.5 90.0 85.4

60.7 65.9 66.6 92.1 91.1

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

言葉等の知識や技能

小学校
算数

領域 市 府 国 府比 国比

67.2 69.1 69.8 97.3 96.3

60.1 62.9 64.0 95.5 93.9

51.9 51.2 51.3 101.4 101.2

66.7 68.7 68.7 97.1 97.1

数と計算

図形

データの活用

変化と関係

小学校
理科

領域 市 府 国 府比 国比

47.0 49.0 51.6 95.9 91.1

51.6 56.8 60.4 90.8 85.4

71.3 72.3 75.0 98.6 95.1

58.9 61.0 64.6 96.6 91.2地球を柱とする領域

粒子を柱とする領域

生命を柱とする領域

エネルギーを柱と
する領域

○小学校理科 

平均正答率は 57％で、全国を 6.3ポイント下回った。粒子

を柱とする領域に課題が見られる。自分の予想と観察、実験か

ら得た結果を基に結論を検討し、解釈して自分の考えをもち、

その内容を記述できていない児童が多い。 

（課題となる問題例をP.14に掲載しております） 
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                        （※前回の理科の調査は平成30年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         （平成31年度よりA・B区分がなくなりました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国の平均正答率を100としたときの各教科の平均正答率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力調査結果 中学校 

平均正答率(％) 無解答率(％) 

【参考】対全国比の経年比較 

各教科の状況 

○中学校国語 

 平均正答率は 64％で、全国を5.0ポイント下回った。全国と

の差は、前回よりも改善したが、「読むこと」にまだまだ課題が

見られる。場面の展開や登場人物の心情の変化など、描写を基

に捉え、場面と描写を結び付けて内容を解釈することができて

いない生徒が多い。 

（課題となる問題例をP.15に掲載しております） 

○中学校数学 

 平均正答率は 47％で、全国を4.4ポイント下回った。データ

の活用の領域は全国と同等の水準であったが、図形、関数の領

域に課題が見られる。図形の領域では、基礎基本の定着がひき

つづきの課題であり、関数の領域は、表やグラフからの読み取

りができていない生徒が多い。 

 （課題となる問題例をP.16に掲載しております） 

【国語】 【数学】 

高石市 大阪府 全国 対府差 対国差

国語 6.7 5.3 4.3 1.4 2.4

数学 15.9 12.1 10.8 3.8 5.1

理科 5.4 4.5 3.4 0.9 2.0

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

H27 H28 H29 H30 H31 R3 R4

国語 国語A 国語B

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

H27 H28 H29 H30 H31 R3 R4

数学 数学A 数学B

中学校
国語

領域 市 府 国 府比 国比

64.6 67.5 69.0 95.7 93.6

56.5 59.9 63.9 94.3 88.4

41.4 43.6 46.5 95.0 89.0

57.9 66.2 67.9 87.5 85.3

言葉等の知識や技能

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

中学校
数学

領域 市 府 国 府比 国比

53.0 56.7 57.4 93.5 92.3

37.2 43.2 43.6 86.1 85.3

38.0 43.8 43.6 86.8 87.2

57.4 55.4 57.1 103.6 100.5

数と式

図形

関数

データの活用

○中学校理科 

 平均正答率は 43％で、全国を6.3ポイント下回った。既習事項

である知識及び技能を活用し、課題解決のために観察や実験から

得た情報を基に、分析して解釈できていない生徒が多い。 

 （課題となる問題例をP.17に掲載しております） 

   

高石市 大阪府 全国 対府差 対国差

国語 64 67 69.0 -3.0 -5.0

数学 47 51 51.4 -4.0 -4.4

理科 43 47 49.3 -4.0 -6.3

中学校
理科

領域 市 府 国 府比 国比

34.3 38.9 41.9 88.2 81.9

45.4 48.7 50.9 93.2 89.2

49.6 53.2 57.9 93.2 85.7

39.9 42.8 44.3 93.2 90.1

粒子を柱とする領域

地球を柱とする領域

生命を柱とする領域

エネルギーを柱と
する領域
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H30 R1 R3 R4 H30 R1 R3 R4

小 92.3 92.7 91.9 91.3 94.5 95.3 94.9 94.4

中 90.2 90.9 90.5 89.7 91.9 93.1 92.8 91.9

小 77.8 72.9 76.5 72.6 84.0 81.2 76.9 79.3

中 61.4 62.1 69.3 70.3 78.8 74.1 76.2 78.5

小 83.6 82.4 80.0 81.4 85.1 83.8 80.3 79.8

中 69.7 66.1 67.2 67.4 72.4 70.5 68.6 67.3

小 94.7 93.7 93.1 92.6 95.2 95.2 95.5 95.1

中 92.5 91.1 93.9 96.2 94.9 94.3 95.0 95.0

小 96.0 97.8 96.2 96.1 96.8 97.1 96.8 96.8

中 91.0 86.8 93.8 96.2 95.5 95.1 95.9 96.4

小 68.7 64.9 66.4 69.4 58.7 60.2 62.5 63.6

中 80.4 84.0 78.9 77.0 69.0 73.0 71.0 72.6

小 19.5 17.9 20.0 20.4 9.9 9.9 13.0 14.7

中 22.9 18.9 15.7 19.9 12.8 12.8 9.9 13.4

小 56.3 64.8 71.9 63.3 67.6 71.5 74.0 71.1

中 47.6 45.6 60.1 57.9 52.1 50.4 63.5 58.5

小 69.5 66.0 75.4 75.7 77.7 74.1 78.8 80.1

中 56.8 60.5 70.1 74.8 76.3 72.8 77.8 78.7

小 69.1 74.4 75.2 73.8 76.7 77.7 78.2 77.3

中 * 65.5 79.6 77.5 * 74.8 81.0 79.2

小 53.7 54.8 65.7 63.1 61.0 62.5 63.5 65.4

中 38.7 47.2 52.2 65.1 53.8 55.8 62.0 63.3

小 * 90.7 93.2 92.8 * 91.2 91.8 91.8

中 * 79.3 88.8 90.8 * 88.0 88.7 89.7

小 89.6 91.3 91.4 92.6 90.3 92.5 92.6 93.3

中 65.8 62.5 72.9 74.3 72.9 76.2 74.6 76.5

小 67.1 * * 76.7 72.9 * * 77.2

中 42.9 * * 58.4 55.7 * * 61.5

※　表における「*」は、その年度、調査がなかったことを示します。

傾向について

朝食を毎日食べている

質問項目

自分にはよいところがある

⑧

※令和２年度は調査が実施されず

単位は、％

高石市 全国

①

③

④

⑤

⑥

②

将来の夢や目標をもっている

人の役に立つ人間になりたいと思う

⑦

⑨

⑩

⑪

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げた
りすることができている

先生から示される課題や，学級やグループの中で，自分
たちで立てた課題に対して，自ら考え，自分から取り組
んでいたと思いますか

自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝
わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表
していたと思いますか

いじめはどんな理由があってもいけないことだ思う

学校の授業以外の読書時間が30分以下（月～金）

家庭学習の時間が３０分以下（月～金）

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか

国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに
役に立つと思いますか

算数・数学の授業で学習したことは，将来，社会に出た
ときに役に立つと思いますか

⑭
理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに
役に立つと思いますか

①の項目では、小中学校とも全国を下回り、前回に比べ数値も微減しております。朝食の大切さを伝えるため、食育等の取組みを
進めてまいります。
③の項目では、小中学校とも全国を上回っています。今後ともさまざまな教育活動を通してキャリア教育を進めてまいります。
④の項目では、中学校では前回に比べ数値が大きく伸び全国を上回りました。人との関わりを大切にし、自己有用感の向上を図る
取組みを進めてまいります。
⑤の項目では、中学校では前回に比べ数値が大きく伸び、取組みの成果がみられます。引き続きいじめは絶対にゆるされないと
いう教育を進めてまいります。
⑨・⑩・⑪の項目では、小中学校とも全国より低い傾向にありますが、⑨の項目については中学校では数値は伸びています。また、
⑪の項目については、中学校で全国を上回るなど改善が見られます。今後とも引き続き各学校において、主体的・対話的で深い学
びの実現につながる授業づくりを進めていきます。
⑫の項目では、昨年度に引き続き、小中学校ともに全国の数値を上回りました。⑬の項目では、年々数値が上がっています。⑭の
項目では、H30年に比べると数値が大きく伸びていますが、国語、算数・数学に比べると課題はあります。授業の内容が、より児童
生徒の「生きる力」につながるものとなる実生活に結びつく授業展開が進むよう研究に取り組んでいきます。

⑫

⑬

質問紙調査の結果概要
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本年度の全国学力・学習状況調査の結果を分析・考察した結果、  

学力調査において、中学校国語の平均正答率については、一昨年、昨年に比べ全国平均との差が縮まって 

いますが、全体的に全国平均を下回る結果となりました。 

 国語科において「文章に書かれていることに合う適切な内容」を選択式で答える問題については一定 

の結果が出ているものの、記述式の問題における誤答率は依然高い傾向があり、「文章に表れているもの 

の見方や考え方を捉え（読み取る力）、自分の考えをもち、表現する力（書く力）」の育成が引き続 

き、課題です。 

 算数・数学科において「データの活用」領域の問題については、ほぼ全国と同等の水準でありましたが、 

「数量や図形について基礎的な能力の習熟」についてはまだまだ課題がみられます。 

また、理科においては、「観察、実験から得た結果（情報）をもとに検討、考察し自分の考えをも 

 つこと」、「文章に表す力」の育成が課題です。 

その一方で「話し合いを通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」において、 

小・中学校ともに数値の改善が見られました。これは、各校で推進している授業改善の取組みが進んだ成果 

と考えます。今後も引き続き、児童生徒の学力向上をめざした取組みを進めてまいります。 

日々の学習指導の中で、今回の本市の課題として挙げられる学習活動の中から 

「基礎的な知識・技能の習熟と活用」 

「文章や問題に表れているものや観察、実験から得た結果から必要な情報を読み取り、論理的 

に考え、表現すること」 

の２つを特に重点をおく学習活動として、機会を設けて計画的に指導する取組みを進めていきます。 

またその際、1人 1台タブレット端末の効果的な活用も進めていきます。 

質問紙調査において、「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」について、中学校では、

一昨年度、昨年度の数値を上回りました。今後も道徳教育等、様々な教育活動を通して「いじめは絶対に 

 許されない」という意識が向上するよう取組みを進めていきます。 

  また、「将来の夢や目標を持っている」については小・中学校とも、「人の役に立つ人間になりたい 

 と思う」については中学校の数値が昨年度の数値を上回りました。今後もキャリア教育等、子どもたちの 

思いを大切にする活動を進めていきます。 

「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」、「『学校の授業以外の読書時間』や『家庭学習 

 の時間』が３０分未満である」という項目について小・中学校とも、全国平均を下回っています。 

今回の結果を受けて、引き続き「家庭学習」の課題を重点として、ご家庭の協力をお願いします。 

また、P.10・P.11に、家庭での過ごし方等、参考にしていただける資料及びデジタルドリルを掲載 

していますので、併せてご参照ください。 

 「普段、ＩＣＴ機器を勉強のために使う」について、１日２時間以上と回答した人の割合が小・中学 

校とも全国平均を上回っています。 

 その一方で「テレビゲーム等をする時間」「ＳＮＳや動画視聴をする時間」について、１日２時間 

以上と回答した人の割合についても小・中学校とも全国平均を上回っています。 

小学校より９年間を見通し、情報機器を活用しながら情報社会で適切な活動を行うためのもとになる考え 

方や態度を養っていくため、情報モラル教育に関わる取組みを充実してまいります。P.11に掲載のリーフ 

レット等を参考に、スマートフォンの使用時間等のルール作りについて、子どもたちの適切な睡眠時間を 

確保できるようご家庭でも話し合ってください。 

【P.6より高石市教育委員会・各学校の取組みと、家庭・地域の皆様にご協力いただきたい点をまとめて 

記載しております。】 

調査結果から 
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教育委員会による学校への指導助言事項

　　各校に対して、下記の内容について重点的に指導助言を行います。

　自校の学力実態や、生活実態をPTA実行委員会や学校評議員会において具体的に知らせ、改
善策について意見を聞きながら、今後の方針を明確にするとともに、家庭や地域を巻き込みな
がら次代の地域を担う子どもたちを育てていく素地を形成すること。実態についてオープンに
することで積極的に支援してもらう姿勢を示すこと。

　人権尊重の教育を推進するにあたって、教職員が人権尊重の理念を十分に理解し、人権教育
を推進することができるように、組織的な研修体制を整備し、人権教育推進のための実践力を
身につけること。また、「いじめの実態」をきめ細かく分析し、適切な対応を行う。その際、
スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の専門家との連携を図るなど、組織的
な対応を行うこと。
　不登校への取組みについて、社会性測定用尺度の分析を活用し、不登校につながる要因を早
期に把握し、専門家との連携や、支援方法、体制の充実を図り、継続的な支援を推進するこ
と。

　基礎学力の定着を図るため、放課後に補充的学習機会として実施している「高石っ子学び
舎」及び「高石っ子学び舎キッズ」について、授業内容や一人ひとりの学習状況を見極めたう
えで、保護者と連携を図り児童生徒の参加を促し、子どもたちへの個別の学習支援対策として
実施すること。その際、各担任あるいは担当教員は「高石っ子学び舎」「高石っ子学び舎キッ
ズ」の指導者と十分な連携を図り、対象の子どもの支援対策を考えて行うこと。

　各学校に学校司書を配置し、各教科等で学習活動に学校図書の活用を位置づけ、児童生徒の
情報を活用する力の育成、読書活動の推進を支援する。また、外国語教育では、ALT（外国語
指導助手）との交流を通して、実践的に外国語を学ぶ機会を増やし、対話的な言語活動を行う
など、主体的にコミュニケーションを図ること。

　学習の主体者である子どもが確かな学力を身につけることができるよう、結果分析から校内
での学力向上担当者を中心に『授業改善』『指導体制の工夫』『学習集団づくりや学び方の指
導』『家庭学習の充実』の4つの観点から取組み内容を具体化し全教職員で推進する。また、
各校の「学力向上の取組み」について、再度検証を行い、計画が計画のままで形骸化していな
いか再点検し、速やかに実施すること。

　高石市GIGAスクール構想「TAKAISHIスタイル」を全教職員で理解し、「主体的・対話的
で深い学び」となる授業実践に努め、ICT、デジタルドリル等を効果的に活用し、基礎・基本
の確実な定着を図ること。

①学校ぐるみで、調査結果を分析し、課題を見つけ、課題解決の実践を行う

④心の教育の推進

⑤支援が必要な子どもへの補充学習の充実を図る

⑥ PTA,学校評議員会等に調査を公表することから、家庭・地域の協力を促す

③学校図書の活用、外国語教育による言語活動、情報活用能力の育成

② ICTを有効活用した「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業実践
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☆　今年度の調査から見える課題を踏まえ，各校が重点的に取り組むことを下記

　に記載しています。

高石小学校

羽衣小学校

高陽小学校

取石小学校

東羽衣小学校

学校での取組み

目的に応じて文章や図表から必要な情報を読み取り、与えられた条件をも
とに的確に答えることに課題が見られる。そこで，必要な情報を読み取り
取捨選択する力や，既習事項を複合的に活用する力，結果から導き出した
自分の考えを要約する力の育成をめざし，
「授業の中で、語彙を増やしたり、文章を読み取り条件を意識して書いた
りする場面を設定する」ことに全教職員が徹底して取り組む。

　自分の考えを表現したり理由を述べたりすることに課題が見られる。そ
こで，文章や問題の読み取り，聞かれていることに対して正確に答える力
の育成をめざし，自分の考えをまとめ相手にわかりやすく伝わる表現がで
きるようになるため、
「授業中に友だちと意見を交流させる活動を通して、児童全員が自信を
持って学習に取り組める』ように全教職員が徹底して取り組む。

　文章の意味を読み取り、条件を満たして書くことに課題が見られる。そ
こで，文章や資料から必要な情報を読み取り，求められる課題や条件に
合った文章を書く力の育成をめざし，
「授業の中で表現様式や文字数などを設定し『条件』を意識して書く時間
　を設定する」
ことに全教職員が徹底して取り組む。

文章を読んで内容を理解したり、根拠をもとに自分の考えを書くことに課
題が見られる。そこで，互いの立場や考えを尊重しながら、文章を読んで
理解する力（読解力）と自分の考えを文字にして書く力の育成をめざし，
「日々の授業において、教科書での学習にとどまらず、並行読書を活用
し、学びに向き合う子どもの興味関心を広げ、自ら学習内容をまとめ、伝
えたいという意欲を高める授業デザインや学び合いを大切にした授業づく
り」に全教員が取り組む。

目的に応じ，問題文や図表から必要な情報を見つけて書くことや，目的を
意識して要約することに課題が見られる。そこで，情報を選別したり、目
的に合わせて記述する力の育成をめざし，授業の中で，
「文章から必要な情報を取り出し、文章の構成を工夫して自分の考えを記
述させる機会を増やす」
ことに全教職員が徹底して取り組む。
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清高小学校

加茂小学校

高石中学校

高南中学校

取石中学校

場面に応じて伝える内容を考えたり，自分の考えを理由とともに説明した
りする記述式の問題に課題が見られる。そこで，文章をしっかり読んで必
要な情報を活用し、自分の考えを筋道を立ててまとめ表現する力をつける
ことをめざし，授業において
「生徒が自分の考えを整理したり書いたりする機会を意識的に増やす」
「資料等から必要な情報を読み取り，筋道を立てて説明する場面を設定す
　る」
以上2点に全教職員が徹底して取り組む。

　自分の考えを文章で表現することに課題が見られる。そこで，必要な語
句を捉え，ことばの決まりを理解し，正しく文章構成する力や基礎学力を
向上する力をつけることをめざし，
「朝の学習（視写・文法・漢字・文作り等）を通して，児童の語彙力向上
　や文作りに慣れ親しむ態度を育てる」
「説明文の学習（自分の考え・要約・要旨を作成する言語活動）を通し
　て，文章作成能力の向上に努める」
以上２点に全教職員が徹底して取り組む。

情報を読み取ったり，相手の意図を読み取って自分の考えを表現すること
に課題が見られる。そこで，話し合いの話題や方向を捉え話す内容を考え
る事や，自分の考えがうまく伝わるよう話の組立などを工夫して発表する
力の育成をめざし、授業では、
「発問を工夫し，自分の考えをまとめ，ペアやグループで共有す場面を設
定し，その考えを堂々と発表できる学び合う活動を充実させる。その手段
として，1人1台タブレット端末を活用する」
ことに全教職員が取組み、「考動力」「対話力」「発信力」を育成する。

資料を見て説明・考察するという「思考・判断・表現」の分野に課題が見
られる。また、その分野の問題に関しては無回答率が高い傾向にある。そ
こで，子どもたちが、課題に対して意欲的に向き合い、解決できる力を育
成するために、授業の中で、
「なぜ？を考える機会を増やし、記述する習慣を作っていくこと」
ことに全教職員が徹底して取り組む。

　基礎・基本の達成度と共に文章を正確に読み取り、的確な要約を考えた
り、そのことを書き表す力に課題が見られる。そこで，基礎・基本の再確
認と共に、課題を正確に把握し，自分の考えを書く力の育成をめざし，授
業を通して，「ICT機器を有効活用しながら，調べ学習や瞬時に他者と意見
を共有し、自分の考えを書いたり伝えたりする場面を設定する」
ことに全教職員が徹底して取り組む。
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家庭・地域にご協力いただきたいこと 

 

 

 

  ◆ 各学校における「家庭学習のてびき」等を参考にしていただき、子どもたちの宿題の確 

   認や、学校の予習・復習、デジタルドリルの活用等、自主的な家庭学習に対する意欲向上 

   へのご協力をお願いします。 

 

  ◆ 携帯電話・スマートフォンやゲーム機の使用など、家庭におけるルール作りと、その 

   ルールの尊重について、子どもと話し合っていただき、適切な睡眠時間が確保できます 

   よう、お願いします。 

 

  ◆ 朝食を摂ることは、効果的に学習に取り組むためにとても重要です。毎日朝食を 

   摂って、朝からしっかり学習活動に取り組めるよう、引き続きご協力をお願いします。 

 

 

  ◆ ご家庭における読書の機会設定や子どもたちへの啓発についてご協力をお願いします。 

 

 

 

  ◆「他人を認め、自分を大切にする」こと（自己肯定感）の大切さをご家庭でもお話して 

   いただきますようお願いします。 

 

 

  ◆ 学校のクラスルームやホームページ等をご覧いただき、行事や取組みへのご理解とご 

   協力をお願いします。 

 

 

  ◆ 学校のさまざまな学力向上等の取組み（授業支援や図書、放課後学習活動等のボラ 

   ンティア等）についてご協力をお願いします。 

 

 

  ◆ 各中学校区の「すこやかネット」の活動へのご参加とご協力をお願いします。 
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  ◆高石っ子の学びを育む家庭での過ごし方について 

（高石市教育委員会から配布） 

○小学校１年生から中学校３年生までの 

    家庭学習を行う際にヒントとなるポイント 

    等についてまとめたリーフレットです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆学べるリンク（子どものためのページ） 

  （大阪府教育委員会が配信） 

   ○小・中学校全学年の児童生徒が、放課後学習や家庭学習において 

    自主的に学習することができる教材です。 

    各学校でも活用しています。 

 

ＨＰアドレス  

   http://wwwc.osaka-c.ed.jp/category/forteacher/forstudent_top.html 

 

 

  ◆デジタルドリル 

  1人 1台に配備されたタブレット端末には、「ミライシード」には、個別学習に最適なツール 

  「ドリルパーク」が入っています。積極的に活用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料及びワークシート 

 

http://wwwc.osaka-c.ed.jp/category/forteacher/forstudent_top.html
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  ◆家庭でのタブレット端末の使い方について 

  ご家庭で学校から配布されているタブレット端末を活用する際は、学校から配布されている 

   「タブレット活用のルール」を読んでいただき、安心・安全・快適に活用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆ケータイ・スマホの使い方について 

   （高石市教育委員会から配布） 

○ケータイ・スマホ使用の家庭でのルールづくり・学校への持ち込み禁止等、 

使い方についてまとめたリーフレットです。 
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小学校国語 

解説 領域「読むこと」に関する問題 ２－一～三 

物語を読み、登場人物の気持ちや相互関係に着目して、物語の全体像を想像したり表現の効果を考えたりすることができる

かどうかを問われる問題です。 

 登場人物の行動や気持ち、相互関係について、叙述や描写を基に捉えることができるかどうかに課題があります。 
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小学校算数 

解説 領域「図形」に関する問題 4（1） 

正三角形などの基本的な図形の意味や性質を基に、隣り合う角の大きさに着目し、基本的な図形の構成の仕方について、考

察し、言葉と数を用いて記述できるかどうかを問われる問題です。 

正三角形や長方形などについて知り、作図などを通してそれらの関係に次第に着目し、角の大きさを回転の大きさとして捉え

たり、図形の角の大きさに着目し、角の大きさを柔軟に表現したりできるかどうかに課題があります。 



- 14 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校理科 

解説 領域「粒子」関する問題 2-（1）～（3） 

小学校の実験でよく使われる道具についての名称、正しい扱い方、使用する用途を理解しているかどうかを問われる問題で

す。 

この問題では、メスシリンダーという器具を理解しているか、正しい扱い方を身に付けているかなど、実験に関する基礎的、基

本的な知識を理解できているかどうかに課題があります。 
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中学校国語 

解説 領域「話すこと・聞くこと」に関する問題 1-三 

聞き手の興味関心などを考慮して、表現を工夫したり、自分の考えが相手にわかりやすく伝わるように表現を工夫して話せる

かを問われている問題です。 

相手の反応を踏まえながら自分の考えがわかりやすく伝わるように表現することに課題があります。また、論理の展開など

に注意して聞き、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることにも課題があります。 
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中学校数学 

解説 領域「図形」に関する問題 3 「関数」に関する問題 8 

 図形の性質を考察する場面において、証明の必要性と意味及びその方法について理解しているか、日常生活や社会の事象

を考察する場面で、数学的に解釈し説明できるかを問われている問題です。 

 条件にあてはまらないのは、どのようなときかを理解することに課題があります。また、与えられた表、グラフから必要な情報

を読み取ることに課題があります。 
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解説 領域「エネルギー」に関する問題 5-（１）～（３） 

 ばねを押すときの力の大きさとばねが縮む長さの関係を科学的に探究し、力の働きに関する知識・技能を活用できるかを問

われている問題である。 

 知識・技能を活用して、物体に働く重力と釣り合う力の関係を説明したり、課題に正対した考察を行うため、グラフを作成するな

ど、知識・技能を活用することに課題があります。 

中学校理科 


